
平成23年 №33       

東京学芸大学附属学校運営規程の一部を改正する規程 

 

制定理由 

  学習指導要領等の改正に伴い，授業日数の確保を図る必要があるため，所要の

改正を行うものである。 

 

承認経過 

  平成23年９月２日 附属学校運営会議 審議・承認 

 平成23年９月28日 教育研究評議会 審議・承認 



 東京学芸大学附属学校運営規程の一部を改正する規程を次のように制定する。 

 

  平成23年９月29日 

              国立大学法人東京学芸大学長 

                      村 松 泰 子 

 

 

平成23年規程第25号 

   東京学芸大学附属学校運営規程の一部を改正する規程 

 

 東京学芸大学附属学校運営規程（平成16年規程第24号）の一部について，別紙新

旧対照表の右欄を，左欄のように改正する。 

 



東京学芸大学附属学校運営規程の一部改正について 

 

改正理由：学習指導要領等の改正に伴い，授業日数の確保を図る必要があるため，所要の改正を行うものである。 

改       正 現       行 

 

   〔省略〕 

 

   第３章 学期及び休業日 

 

   〔省略〕 

 

 （休業日） 

第１１条 休業日は，次のとおりとする。 

（1） 日曜日及び土曜日 

（2） 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律178号）に規定する日 

（3） 各附属学校の開校記念日 

（4） 夏季休業日として校長が定める日 

（5） 冬季休業日として校長が定める日 

（6） 春季休業日として校長が定める日 

 

 

２ 校長は，前項に規定するもののほか，教育上必要があるときは，休業日を変更 

 し，又は臨時に休業日を定めることができる。 

３ 非常変災その他急迫の事情があるときは，校長は，臨時に授業を行わないこと 

 ができる。 

４ 校長は，前２項の規定により休業日の変更等を行ったときは，学長に報告しな 

 ければならない。 

 

   〔省略〕 

 

   附 則 

 この規程は，平成24年４月１日から施行する。 

 

 

 

   〔省略〕 

 

   第３章 学期及び休業日 

 

   〔省略〕 

 

 （休業日） 

第１１条 休業日は，次のとおりとする。 

（1） 日曜日及び土曜日 

（2） 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律178号）に規定する日 

（3） 東京学芸大学創立記念日 ５月31日 

（4） 各附属学校の開校記念日 

（5） 都民の日条例（昭和27年東京都条例第75号）に規定する日 10月１日 

（6） 夏季休業日として校長が定める日 

（7） 冬季休業日として校長が定める日 

（8） 春季休業日として校長が定める日 

２ 校長は，前項に規定するもののほか，教育上必要があるときは，休業日を変更 

 し，又は臨時に休業日を定めることができる。 

３ 非常変災その他急迫の事情があるときは，校長は，臨時に授業を行わないこと 

 ができる。 

４ 校長は，前２項の規定により休業日の変更等を行ったときは，学長に報告しな 

 ければならない。 

 

   〔省略〕 

 

 
 


